





























により閉環体(1c)へ，可視光照射により開環体(1o)へ光異性化し (図 1)，1oから 1cへ
の光異性化率が約 30 %になると融点が室温付近まで下がることが知られている 2)。本
研究では，UV 光の波長領域で電場増強効果をもたらすアルミニウム(Al)プラズモニ
ックチップ(波長オーダーの周期構造を持つ金属薄膜で覆われた基板) を用いて
DAE1 薄膜における針状結晶成長を制御することを目的としている。そのため Al プ
ラズモニックチップの光学特性を評価し，正倒立顕微鏡下で DAE1 薄膜界面の 1o か




として Poly(vinyl acetate-co-butyl maleate-co-isobornyl acrylate)をチップ表面に調製し，
蛍光色素として 4,6-Diamidino-2-phenylindole, dihydrochloride (DAPI)を表面に結合させ，
蛍光顕微鏡観察を行った。励起光源にはキセノンランプを，励起フィルターには波長
360-370 nmのバンドパスフィルター，発光フィルターには波長 500 nm以上の透過フ
ィルターを用いた。次に，作製した Alプラズモニックチップに 0.08 Mの DAE1エタ
ノール溶液を 5 μL滴下し，キャスト膜とした。115℃のオーブンで 1時間ベイクし室
温で放冷した。調製した DAE1薄膜を正倒立顕微鏡下に置き DAE1薄膜の光照射に伴
う光応答過程を観察した。UV光照射にはキセノンランプ光(UV光:波長 360-370 nm)
を，観察にはハロゲンランプ光(可視光:波長 500 nm以上)を用いた。 
【結果・考察】DAPI の蛍光観察では，Grating 構
造内はGrating構造外に比べ約 2倍の蛍光増強が得





対物レンズで 10分間 UV光(4.6×10-4 W/cm2)
を照射した。膜中央部では UV光照射から 23
時間経っても針状結晶は観測されなかった
















となり，プラズモン効果により約 2 倍光異性化が促進されることがわかった(図 4)。
1o薄膜の端部にチップの裏側から 20倍の対物レンズで 5分間 UV光を照射すると，
UV光照射から 4時間後，Grating構造内では針状結晶が観測され(図 5(c))，UV光照射
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図5 (a)UV光照射前，(b)5分間のUV光照射直後，(c)UV光照射から 4時間後，(d)UV
光照射から 23時間後の DAE1薄膜の光学像 
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図 3 (a)膜中央部及び(b)膜端部で
の DAE1薄膜の光学像 
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図 4 Grating 構造内外の DAE1 薄膜
に UV 光照射後の異性化率：
( )Grating構造内，(〇)Grating構造外 
